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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 60,313 3.8 879 38.6 1,012 34.7 709 46.8 

29年３月期第２四半期 58,083 3.3 634 9.2 751 4.2 483 △10.4 
 
（注）包括利益 30年３月期第２四半期 978 百万円 （56.1％）   29年３月期第２四半期 626 百万円 （47.7％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

    円  銭   円  銭 

30年３月期第２四半期 76.30 76.09 

29年３月期第２四半期 52.02 51.90 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 60,872 18,402 30.2 

29年３月期 55,619 17,575 31.5 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 18,370 百万円   29年３月期 17,547 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 17.00 － 15.00 32.00 

30年３月期 － 17.00       

30年３月期（予想）     － 17.00 34.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有    

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 127,000 3.3 2,200 17.5 2,400 15.1 1,550 9.8 166.76 

 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務

諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 9,678,660 株 29年３月期 9,678,660 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 378,248 株 29年３月期 383,848 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 9,294,996 株 29年３月期２Ｑ 9,288,898 株 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の建設業界は、民間住宅投資は、貸家の着工減の影響はあるものの底

固く推移致しました。民間非住宅投資も、足元の設備投資の持ち直しから、事務所・工場を中心に拡大が予想され

ております。また、公共投資は、前年度比プラスが予想され、業界全体として増加傾向の中で推移致しました。 

 

（国土交通省、建設経済研究所、矢野経済研究所資料より当社推定） 

このような経済状況のもと、連結ベースの売上高は60,313百万円（前年同四半期比＋3.8％）、売上総利益は

6,238百万円（同＋8.0％）となりました。販売費及び一般管理費は5,358百万円（同＋4.2％）で、営業利益は879

百万円（同＋38.6％）、営業外損益は132百万円（同13.6％）計上でき、経常利益は1,012百万円（同＋34.7％）と

なりました。 

特別損益は、投資有価証券売却益を特別利益に、また固定資産除却損等を特別損失に計上し、その結果、親会社

株主に帰属する四半期純利益は709百万円（同＋46.8％）となりました。 

セグメント別に見ると 

管材類は売上高が19,603百万円で、前年同四半期比1,313百万円の増加（同＋7.2％）となりました。 

これは主に、土木関係の需要が減少した一方で、建築設備関係、プラント関係の需要及び、住宅関連商材の需要

が堅調に推移したこと、ならびに、第１四半期連結会計期間より連結子会社となった株式会社大和の売上分が寄与

ことによるものです。 

衛生陶器・金具類は売上高が17,659百万円で、前年同四半期比522百万円の増加（同＋3.0％）となりました。 

これは主に、リフォーム需要がやや減少した一方で、一体型温水洗浄便器などの高級衛生陶器類の需要が増加し

たことによるものです。 

住宅設備機器類は売上高が9,949百万円で、前年同四半期比298百万円の増加（同＋3.1％）となりました。 

これは主に、システムキッチンなどの施工付商品の需要が若干減少した一方で、高効率タイプの給湯器と業務用

給湯器の需要が増加したことによるものです。 

空調・ポンプ類は売上高が12,311百万円で、前年同四半期比64百万円の減少（同△0.5％）となりました。

これは主に、空調機器類、換気機器類及び太陽光発電機器類の需要が減少したことによるものです。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、5,253百万円増加（＋9.4％）し、

60,872百万円となりました。

これは主に、売上債権の増加等によるものです。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べて、4,425百万円増加（＋11.6％）し、42,469百万円となりました。

これは主に、短期借入金の増加等によるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、827百万円増加（＋4.7％）し、18,402百万円となりました。

 これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年５月10日に公表いたしました業績予想につきましては、修正を行っております。具体的な内容につきま

しては、平成29年９月４日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,292 2,937 

受取手形及び売掛金 21,809 23,164 

電子記録債権 2,076 4,472 

有価証券 99 99 

商品 6,027 6,570 

未成工事支出金 169 223 

繰延税金資産 204 264 

未収還付法人税等 234 67 

未収消費税等 478 - 

その他 2,198 1,825 

貸倒引当金 △13 △23 

流動資産合計 35,578 39,602 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 5,029 5,182 

減価償却累計額 △2,776 △2,919 

建物及び構築物（純額） 2,253 2,262 

機械装置及び運搬具 162 182 

減価償却累計額 △107 △114 

機械装置及び運搬具（純額） 54 67 

土地 7,390 7,567 

建設仮勘定 0 18 

その他 694 751 

減価償却累計額 △515 △582 

その他（純額） 179 168 

有形固定資産合計 9,877 10,084 

無形固定資産    

のれん - 98 

その他 251 209 

無形固定資産合計 251 308 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,576 6,264 

長期貸付金 584 938 

破産更生債権等 18 1 

保険積立金 3,337 3,294 

敷金及び保証金 352 351 

繰延税金資産 132 126 

その他 197 206 

貸倒引当金 △287 △306 

投資その他の資産合計 9,911 10,877 

固定資産合計 20,040 21,270 

資産合計 55,619 60,872 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,088 16,597 

電子記録債務 9,008 9,968 

短期借入金 4,000 8,800 

1年内返済予定の長期借入金 1,066 874 

未払法人税等 737 467 

未成工事受入金 216 279 

預り金 75 119 

賞与引当金 343 366 

その他 1,105 723 

流動負債合計 33,642 38,197 

固定負債    

長期借入金 1,241 980 

繰延税金負債 1,617 1,733 

再評価に係る繰延税金負債 316 316 

役員退職慰労引当金 50 106 

退職給付に係る負債 198 160 

預り保証金 740 717 

その他 236 257 

固定負債合計 4,401 4,272 

負債合計 38,044 42,469 

純資産の部    

株主資本    

資本金 542 542 

資本剰余金 440 443 

利益剰余金 15,653 16,199 

自己株式 △364 △359 

株主資本合計 16,272 16,825 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,134 1,390 

土地再評価差額金 315 315 

退職給付に係る調整累計額 △174 △161 

その他の包括利益累計額合計 1,275 1,544 

新株予約権 27 32 

純資産合計 17,575 18,402 

負債純資産合計 55,619 60,872 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 58,083 60,313 

売上原価 52,306 54,074 

売上総利益 5,776 6,238 

販売費及び一般管理費 5,142 5,358 

営業利益 634 879 

営業外収益    

受取利息 34 28 

受取配当金 51 56 

仕入割引 318 317 

その他 35 56 

営業外収益合計 439 459 

営業外費用    

支払利息 22 19 

売上割引 203 215 

手形売却損 18 16 

営業外手数料 46 43 

貸倒引当金繰入額 20 18 

その他 11 13 

営業外費用合計 322 326 

経常利益 751 1,012 

特別利益    

投資有価証券売却益 36 81 

特別利益合計 36 81 

特別損失    

固定資産除却損 7 9 

ゴルフ会員権評価損 28 - 

その他 - 2 

特別損失合計 35 11 

税金等調整前四半期純利益 752 1,082 

法人税等 269 373 

四半期純利益 483 709 

親会社株主に帰属する四半期純利益 483 709 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 483 709 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 128 255 

退職給付に係る調整額 14 13 

その他の包括利益合計 143 269 

四半期包括利益 626 978 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 626 978 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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